
議題・議事・発言等（要点記録）

会 議 名 第１０回千郷地域協議会 公 開

日 時
令和元年１２月１８日（水）

午後７時００分～午後９時１０分
場 所

西部公民館

多目的ホール

出 席 者

（委員）

小林光治、今泉義徳、萩平博之、奥平俊、長瀬三平、鳥居重幸

小林保洋、中尾文彦、中野克俊、渡邉力夫、伊藤五十人、藤田光利

小山嘉之、鶴井良久、荏原徹、山本忠史、近藤武、渡邊万奈未

平井幸枝、辻小百合、浅井泰博、近藤雅英、浅賀詳隆、藤原義秋

玉井悦子、岡山薫、山本松宏

（事務局）

企画部自治振興課 ：加藤課長、白頭主事

千郷自治振興事務所：鈴木所長、宮本主査

欠 席 者 （委員）なし 傍 聴 者 なし

配布資料

次第

＜協議事項資料＞

第１号議案令和元年度千郷地域活動交付金事業計画変更について

（資料１・２）

第２号議案委員構成及び分科会の構成について（資料）

第３号議案令和２年度地域自治区予算事業計画新規事業実施（行

動）計画について（資料３・検討資料）

第４号議案地域の足の確保検討委員会（仮称）構成員等（案）につ

いて（資料５）

１ 開会

会長（荏原徹氏）より開会にあたり、本日の出席者数が定数に達している旨の説明

と、これに伴い本協議会が成立することの報告を行った。

会長あいさつ

会長が挨拶を行った後、次第に従い２協議事項の移る。

議事録署名者選出

議事に先立ち、会議録署名委員を会長より指名。

今回は「近藤雅英」委員、「玉井悦子」委員の２名を指名し、お願いすることとな

った。

２ 協議事項

第１号議案 令和元年度千郷地域活動交付金事業計画変更について

事務局より、資料に基づき説明がされ、その後協議に移った。

（主な意見）

川田ふれ愛隊の活動の目的であった、ふじばかま定植しこの植物しか飛来しない、

あさぎまだら（蝶）の生息地となることを楽しみにしていたが、今回取下げすること

となり大変残念である。本年度の活動は計画どおりとはいかなかったとしても、次年

度以降この活動は是非続けて行っていただきたい。
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◯決定事項

その後、特に質問や意見等も無かったため採決に移り、変更を承認することについ

て賛成多数により可決決定された。

第２号議案 委員構成及び分科会の構成について

事務局により資料説明の後、資料に基づき検討に移った。

また、前年度地域協議会会長より、現在の委員構成人数となった経緯の補足説明が

された。

（主な意見）

地域計画を進めていくため、地域の女性の参画についてもう少し促したいが、次年

度以降も同様な会議等開催回数であると負担も大きく、また、夜の会議開催となると

女性はなかなか出席することが難しいと感じる。このため、今後の会議開催回数など

も検討する必要があると思う。

他の地域協議会の会議開催回数がどのようなものかわからないが、もう少し回数を

少なくできれれば地域女性の委員参加が可能となるのではないか。

◯決定事項

上記意見を踏まえ採決に移り、原案のとおり賛成多数により次年度は地域協議会委

員２６名、地域計画策定分科会委員１０名として可決決定となった。

第３号議案 令和２年度地域自治区予算事業計画新規事業実施（行動）計画について

計画策定分科会委員長より資料説明の後、検討資料に基づき協議に移った。

特に質問や意見等もなかったが、歴史遺産の整備事業について若干動きがあったた

め、その件について委員長より追加説明がされた。

◯決定事項

上記意見等を踏まえ採決に移り、原案のとおり賛成多数により可決決定となった。

このことにより、地域協議会終了後に開催される千郷区長会の場において地域景観

向上事業の事業実施要望量調査票を配布することとなった。

第４号議案 地域の足の確保検討事業について

分科会委員長より資料説明の後、資料に基づき検討に移った。

また、その内容について若干地域計画策定分科会での決定方針に一部変更が生じて

いた案件も含まれていたため、これについても併せて説明がなされた。

（一部変更の内容）

①現地域協議会会長も構成員として含める。

②民生・児童委員協議会８名を４名とする。

変更に至った経緯としては、事務局において民生・児童委員協議会の役員会に出席

した際、民生委員より提案がありこれを本来地域計画分科会により再度検討をすべき

内容であったが、本年度の地域協議会及び地域計画分科会の開催回数も限られている

ことから、地域協議会での一括協議となった。

（主な意見）

・前回地域の足を確保するための検討組織立ち上げに、高齢者を対象を絞って検討を

進めるとのことであるが、そうであれば老人クラブもこの組織の構成員に参加して貰

ったらどうかと発言したが、その意図としては高齢者の現状を把握するのに一番良い

と感じてのことであり、先ほどの説明では実際に活動している老人クラブが少ないた

め委員として構成員に入れないとのことであったが、老人クラブ連合会に加入してい

ないが活動自体は実施している団体や、現在は休会となっているが組織としては実在
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するなどあらゆるケースもあると思う。また、そうではなく、民生・児童委員が構成

員として参加されることから、そうした役割も民生・児童委員が担っているため必要

ないとのことであれば納得できるが。

上記意見について鈴木所長より先日民生・児童委員連合会の役員会へ出席した際打

合せをした件について補足説明があり、高齢者の現状やニーズ、また困りごとを把握

することができ、さらにそれが民生委員の一番の仕事である旨の説明があったことを

報告された。

・民生・児童委員連合会が８人も不要であり各地区１名の４名で十分と言うのであれ

ばそれはそれで良いと思うが、できればその４名のうち半数は女性の方に参加して貰

えるよう配慮していただければ、女性の意見も反映出来るのではないか。

これについて、鈴木所長より既に委員として参加して頂ける方々もほぼ決まってお

り、その全員が男性であることの説明がされた。

◯決定事項

上記意見等踏まえ採決に移り、原案のとおり賛成多数により可決決定された。

このことにより、本日の第１号議案から第４号議案のすべてにおいて可決決定とな

り協議事項について終了した。

また、事務局より第２号議案から第４号議案については次年度地域協議会への申し

送り事項に含めることとして委員の承諾を得た。

３ 連絡事項

事務局より以下のとおり連絡がされた。

「第１０回 地域計画策定分科会」の日程について

次回：令和元年１２月１１日（水）午後７時から 西部公民館 会議室

「第１０回 地域協議会」の日程について

次回：令和元年１２月１８日（水）午後７時から西部公民館 多目的ホール

「第２回ちさと防災座談会」の開催について

開催日時：令和２年１月１７日（金）午後７時から

開催場所：西部公民館 多目的ホール

４ 閉会


